親と教師のインターネット監督能力を監査する質問票

あなたに子供のインターネット利用を監督できる能力がありますか？



【質問１】

あなたはインターネットでブラウザを使ったことがありますか？

【質問２】

あなたはインターネットでメールを使ったことがありますか？

【質問３】

あなたはインターネットで行われている「チャット」をご存知ですか？

【質問４】

あなたはインターネットを使って自分の求める情報を得たことがありますか？

【質問５】

あなたはインターネットで１つのキーワードだけで情報を検索するやりかたを知っていますか？

【質問６】

あなたはインターネットで複数のキーワードを使って情報を検索するやり方を知っていますか？


【質問７】

あなたはインターネットで子供に有害な情報(性、暴力を扱ったコンテンツ)がどこにあるか、ご存知ですか？

【質問８】

あなたはメールで添付ファイルを送信したことがありますか？また添付ファイルつきのメールを受信したとき、それを保存することができますか？

【質問９】

あなたに知らない差出人から添付ファイルつきのメールが届きました。あなたはこのメールをどうしますか？

　　１．　見ないで破棄する。　(合格です。次の質問に進みます)

　　２．　一応見てみる。　(不合格です。ここで終了してください)

【質問１０】

子供がついさっきまで使っていたホームページを、同じPCで調べることができますか？


【質問１１】

子供がパソコンでインターネットがしたい、と言い出したとき、パソコンの置き場所はどうしますか？

　　１．　家族がいる居間に置く
　(合格です。次の質問に進みます)

　　２．　子供がどうしても、というので子供部屋に置く
　(不合格です。ここで終了してください)

【質問１２】

他の人にメールで自分が紹介したいホームページのURLを教えることができますか?

【質問１３】

他の人から来たメールの内容を一部引用して、返信のメールを書くことができますか？

【質問１４】

「ネチケット」という言葉を知っていますか？

【質問１５】

自分が属しているプロバイダや会社以外のメールアドレスを持っていますか？


【質問１６】

インターネットの掲示板を利用していますか？

【質問１７】

自分あてにきたメールを、自動的に自分の携帯電話のメールに転送する方法を知っていますか？

【質問１８】

ftpでのファイルのダウンロードと解凍ができますか？

【質問１９】

インターネット利用に関係する「個人情報保護法」等の法律があることを知っていますか？

【質問２０】

インターネットの利用をする場合「著作権」の問題を常に考えていますか？



いかがでしょうか？

これらの質問にすべて答えることができれば、あなたには子供にインターネットを教えること、子供のインターネット利用を監督することができるはずです。

さらに高度な知識を身につければ、予測外の事態に対しても臨機応変で機転の効いた対応ができるようになります。
以下の質問は、決してあなたの能力に「点数」をつけることを目的とはしていません。





つけられた点数は、それで成績が決まる、というものではなく、あなたのインターネットに関する能力や知識の現状を正確に把握してもらうためのものです。そのうえで、今後、どういった能力をつけていったらよいか、ということの参考にしてください。ですから、お答えは正直にしてください。





また、質問に使われている「用語」は、慎重に選ばれたものです。この用語がわかるかどうか、ということも試験の対象ですから、もし、用語がわからなくて質問が理解できない、という場合も、その質問に「YES」と答えられない、ということと同じことと理解してください。





配点は各質問とも5点で、100点満点です。しかし、１つでもつまずくことがあれば、そこで終わりですから、「最後に答えられた質問番号×5」が、その点数ということになります。








では、初めて見ましょう。
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